
 令和８年（2026年）２月３日（火）に開催した本協議会では、 

第２回管内専門家チーム会議の報告をするとともに、北海道小平高 

等養護学校の取組について共有した後、今年度の重点に係る取組状 

況の成果と次年度の展望等について協議を行いました。 
 

①説明 【留萌管内の今年度の状況と次年度への課題】 

 

 

 

 

 
 

②発表 【今年度の北海道小平高等養護学校の取組 齋藤 利文 校長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③協議 【今年度の重点の取組状況について】 

重点① 全ての関係者による専門性の一層の向上 
重点② 多様な学びの場における幼少期から就労まで

の切れ目のない一貫した支援の充実 

・各学校において、留萌管内で開催される研修会に参加する

だけでなく、研修内容の校内還元、特別支援教育コーディ

ネーターによる校内研修を実施 

・関係機関において、各種外部研修会に参加するとともにケ

ース会議等を通して情報共有する場を設定 

・企業からの協力を得て、夏祭り等、保護者が参加できるイ

ベントを企画し、関係者同士のネットワークを拡充する取

組の実施 

・パートナーティーチャー派遣事業や専門家チーム派遣にお

いて、個別の教育支援計画を踏まえ、実態把握や個々のニ

ーズに応じた具体的な支援内容について助言 

・関係機関（病院、児童相談所、保健師、幼・小・中学校担

当者等）との密な情報共有等、保護者の多様なニーズに応

じたきめ細やかな相談支援体制の構築 

・療育相談会の開催により、関係機関とのつながりをつくる

等、家庭への支援の充実 
 

④まとめ 【名寄市立大学社会保健福祉学科 奥村 香澄 講師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同日、管内専門家チーム会議を開催しました。 

「巡回相談における指導助言と運営」及び「個別の教育支援計画の活用について」の協議を行いました。

特に、次年度の巡回相談の在り方や効果的な運営方法に係る改善策について活発な協議がされました。 

令和７年度（2025年度）特別支援教育総合推進事業 

第２回留萌教育局管内特別支援連携協議会の概要 

・特別支援学級における教育課程を確認し、当該児童生徒の学びの場は適切か、授業内容を理解できてい

るか、通級による指導等への学びの場の変更の必要はないかなど各学校で確認することが求められる。 

・管内で複数回実施された研修において、専門性の一層の向上に向け、障がいの状態に応じた指導や支援、

発達検査の方法や就学相談・就学先決定の在り方について、参加者の理解を深めることができた。 

・市町村における切れ目のない一貫した指導や支援に向けた関係機関の連携の促進、進路先の企業等に対

する「個別の教育支援計画」を活用した適切な引継ぎなど卒後支援の充実を、関係機関との連携を深め、

より一層進めることが求められる。 

重点①・日常的な引継など、当該児童生徒の様子を関係者が理解している環境をつくることが重要であ

り、情報共有をする中で新たな気付きが生まれ、専門性の向上につながることから、個別の教

育支援計画等を活用して積極的に共通理解の機会の設定をすることが求められる。 

・児童生徒の学ぶ場が多様になる一方でインクルーシブな教育をどのように進めていくのかが課

題となる。 

重点②・自立を見据えた支援として、自身でどのように環境調整をしたらよいのか自己理解を促すとと

もに、保護者を含め関係者が成人後の姿を見据え、支援の方策を検討する機会を設けることが

重要である。 


